
SDGsの取組

目指すゴール
取組・活動内容とゴールとの
関係

目標

経済 8

【8.情報通信技術で労働改善】
ICT建設機械を導入し、安全で効率
の良い現場の実現と労働環境の改善
をすることで、65歳以上の社員の雇
用を継続させます。

8.2030年まで継続してICT建設機
　械を活用することで、65歳以上
　の社員の雇用を継続させる
　(希望者の100%)

社会 3,4

【3.障がい者アートの採用】
管理公園でのアートの採用と展示を
行い、障がい者の活躍場所として活
用を続けています。
【4.学生が現場を知る機会】
インターンの受入や、学校への出張
授業を行っています。

3.絵画の採用
　1回/年(2030年まで継続)
4.学校への提案･受入れ
　2回/年(2030年まで継続)

環境 13,14,15

【13.CO2削減の取組】
CO2の排出を削減する為、EVカーを
導入します。
【14･15.道路や河川の清掃活動】
定期的に会社付近の道路や地域の河
川のゴミ拾いを行い、綺麗な環境を
目指しています。

13.2030年までに5台の導入

14･15.2030年まで継続　6回/年

木村建設株式会社

取組・
活動内容

木村建設株式会社は「人と自然の調和…技術と信頼」をスローガンに掲げ、
地域の人が安心して暮らせる社会をつくるために住環境の整備や
まちづくり、インフラ構築、環境保護、福祉･教育などに取り組み活動しています。
木村建設株式会社は社員全員が一丸となってSDGsを企業行動につなげ、
お客様や地域から信頼され、持続可能な地域社会の創造に貢献できるように尽力し
ていきます。


